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◆◆◆◆令令和和３３年年度度一一般般会会計計決決算算報報告告◆◆◆◆  

◯◯収収  入入    【【単単位位：：円円】】  
前前年年度度繰繰越越  33,,883333,,331177  繰繰越越金金  
入入会会金金  22,,227700,,000000  入入会会終終身身会会費費  
寄寄付付金金    119966,,774400  寄寄付付金金  
雑雑収収入入      337777,,990077  会会報報広広告告費費･･利利息息等等  

合合計計  66,,667777,,996644    

◯◯支支  出出  

創創立立記記念念費費  8811,,446600  講講師師謝謝礼礼等等  
総総会会費費  113355,,335544  案案内内葉葉書書等等  
十十年年会会費費                  00  案案内内状状郵郵送送費費等等  
霜霜月月懇懇和和会会費費                  00    
広広報報費費  550088,,660066  印印刷刷・・郵郵送送費費  
卒卒業業褒褒賞賞補補助助      110000,,000000  証証書書ホホルルダダーー代代  
母母校校活活動動補補助助      558877,,993355  母母校校教教育育活活動動補補助助  
支支部部会会等等補補助助        2200,,222200  支支部部会会へへのの補補助助  
慶慶弔弔費費  1177,,222200  祝祝金金･･香香典典等等  
餞餞別別費費  6600,,000000  教教職職員員へへのの餞餞別別  
旅旅費費  00  交交通通費費  
会会議議費費  33,,881155  会会議議等等経経費費  
通通信信費費  2222,,444444  案案内内葉葉書書等等  
消消耗耗品品費費  226600  消消耗耗品品費費等等  
雑雑費費  99,,992288  郵郵便便振振替替手手数数料料  
予予備備費費                  00    
合合計計  11,,554477,,224422    

◆◆◆◆令令和和 33 年年度度特特別別会会計計決決算算報報告告◆◆◆◆  

収収入入額額  2211,,775511,,668866  繰繰越越金金、、利利息息、、名名簿簿売売りり上上げげ  

支支出出額額  1100,,000000,,000000  創創立立 112200 周周年年記記念念講講座座へへ  

現現在在高高  1111,,775511,,668866    
◆◆◆◆日日光光杉杉並並木木保保護護基基金金◆◆◆◆  

日日光光杉杉並並木木オオーーナナーー  1100,,000000,,000000  

◆◆◆◆令令和和４４年年度度事事業業計計画画◆◆◆◆  
((前前出出のの事事業業はは除除くく))  

10･1 月      正副会長監事会 
2 月下旬     常任理事会 
2 月 28 日(火) 同窓会入会式(高 74 回) 

◆◆◆◆令令和和４４年年度度一一般般会会計計予予算算◆◆◆◆  
◯◯収収  入入  

前前年年度度繰繰越越  55,,113300,,772222  繰繰越越金金  
入入会会金金  22,,336600,,000000  入入会会終終身身会会費費  
会会費費        1100,,000000  会会員員終終身身会会費費  
寄寄付付金金        1100,,000000  寄寄付付金金  
雑雑収収入入  330000,,000000  会会報報広広告告費費等等  
合合計計  77,,881100,,772222    

◯◯支支  出出  

創創立立記記念念費費  115500,,000000  講講師師謝謝礼礼等等  
総総会会費費  115500,,000000  案案内内葉葉書書等等  
十十年年会会費費  660000,,000000  案案内内状状郵郵送送費費等等  
霜霜月月懇懇和和会会費費  6600,,000000  案案内内状状郵郵送送費費等等  
広広報報費費  880000,,000000  印印刷刷・・郵郵送送費費  
卒卒業業褒褒賞賞補補助助  110000,,000000  証証書書ホホルルダダーー代代  
母母校校活活動動補補助助  660000,,000000  母母校校教教育育活活動動補補助助  

支支部部会会等等補補助助  550000,,000000  支支部部会会へへのの補補助助  
慶慶弔弔費費  113300,,000000  祝祝金金･･香香典典等等  
餞餞別別費費  110000,,000000  教教職職員員へへのの餞餞別別  
旅旅費費  225500,,000000  交交通通費費  
会会議議費費  2200,,000000  常常任任理理事事会会経経費費  
通通信信費費  110000,,000000  案案内内葉葉書書等等  
消消耗耗品品費費  2200,,000000  消消耗耗品品費費等等  
雑雑費費  3300,,000000  郵郵便便振振替替手手数数料料  
予予備備費費  44,,220000,,772222    
合合計計  77,,881100,,772222    
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◆◆栄典者・功労者◆◆ 
 
◯令和３年度秋の叙勲           
    石川 雄太氏（高７回）瑞宝小綬章    小林  惺氏（高７回）瑞宝小綬章 
    君島 建二氏（高 20 回）瑞宝単光章 
◯危険業務従事者叙勲 
    山下 行夫氏（高 20 回）瑞宝双光章   多部田 徹氏（高 20 回）瑞宝単光章 
◯令和３年度秋の褒賞 
    古内  薫氏（高 11 回）黄綬褒章    八木沢 操氏（高 25 回）藍綬褒章 
◯高齢者叙勲 
    君島 真二氏（高４回）瑞宝双光章    石川規矩也氏（高４回）瑞宝双光章 

    齋藤  宗氏（高４回）瑞宝双光章    大柿 利之氏（高４回）瑞宝双光章 
◯当選者 
      福島 泰夫氏（高 21 回）那珂川町長     相馬 憲一氏（高 28 回）大田原市長 

◯令和４年度春の叙勲 
    荒井 武次氏（高 10 回）瑞宝双光章   益子 信弘氏（高９回）瑞宝双光章 
◯危険従事者叙勲 

関根  力氏（高 20 回）瑞宝双光章   礒  時男氏（高 22 回）瑞宝単光章 

◆◆令和４年度支部総会等◆◆ 
 
◯紫塚同窓会宮城支部総会:７月 23 日(土)  
○近畿紫塚会総会:10月 29日(土) 
   JAL シ テ ィ ホ テ ル 仙 台           
ホテルビナリオ嵯峨嵐山 
 
○紫塚同窓東京会総会:11 月 12 日(土)    
○県庁紫塚同窓会総会:８月 26日(金) 

品 川 プ リ ン ス ホ テ ル            
ニューみくら 
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○令和元年度より５年間、文部科学省の SSH（スー

パーサイエンスハイスクール）事業の指定校とな

った。SSH 事業は、先進的な科学技術、理科・数

学教育を通じて、生徒の科学的能力や科学的思考

力等を培うことで、将来社会を牽引する科学技術

人材を育成するための取組である。本校の計画し

ている事業の概要と SSC 生徒の令和４年度 SSH
生徒研究発表会のポスター発表原稿を次に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＳＳＳＳＨＨ（（ススーーパパーーササイイエエンンススハハイイススククーールル））事事業業  

（（１１））研研究究開開発発課課題題名名：：  

志と科学的リテラシーを育む文理融合型課

題研究の開発 

－ Inspiration through Perspiration － 

（（２２））研研究究目目標標：：  

社会構造の急速な変革が進展する中、社会

の持続的な成長と発展への志を持ち、国内

外を問わず科学技術分野で新しい価値を創

造・発信できる人材を育成する 

（（３３））研研究究開開発発のの概概要要：：  

①「社会問題啓発プログラム」を通じ社会へ

の興味・関心を高め、志の萌芽を誘う。 

②「課題研究プログラム」を通じ論理的思考

力と科学的リテラシーを育成する。 

③「ICT 活用能力育成プログラム」により

表現技法・情報発信能力を養う。 

④ SSH 事業全体の PDCA 化と評価法の

開発により、事業の改善に努める。 

（（４４））具具体体的的なな取取組組のの概概要要：：  

○１学年前半は SS 探究（総合的な探求の

時間）や LHR 等の授業を通して、「社会問

題啓発プログラム」に取り組む。１学年後半

から、班ごとに関心のある研究テーマを設

定し、研究計画書を作成する。２学年から課

題研究に取り組む。この発表会は他校の指

導者や保護者、有識者などにも公開する。 

○希望者は科学関連施設や大学等の見学会

に参加できる。 

○理工学及び語学に関する部活動（SSC 自

然科学班・SSC 情報班・SSC 数学班、英語

部など）を充実させる。 

ＳＳＳＳＨＨ事事業業  
【【ススーーパパーーササイイエエンンスス･･ハハイイススククーールル】】  
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図図４４  

那那須須岳岳のの噴噴火火にによよっってて形形成成さされれたた那那須須のの地地形形ににつついいてて 
 

栃栃木木県県立立大大田田原原高高等等学学校校  

 
１１  ははじじめめにに 
 国土地理院の HP から、栃木県の那須地域（図１参照）の標
高データを入手した。10m メッシュで、全部で 1350 万地点の
標高データである。 
 このデータをエクセルシートに貼り付け、地形をみるため、

様々な数学的処理を行う。なお、標高の単位はメートルである。 
  エクセルにはセルの値に応じて色をつけて標高の高低をわか
りやすく表示する機能がある。色をつけ、さらにセルの幅や高

さを 1ピクセルまで縮めると図 1 のような図が現れる。3 つの
山塊（那須、

大佐飛、高原）

とその下に広

がる那須野が

原扇状地が確

認できる。ま

た右側には川

が確認出来、

多くの支流が

集まって、那

珂川を形成しているのがわかる。しかし火山の跡は見えない。 
  ここでは那須地域の特に東側において、那須連山の噴火によ
って地形がどのように形成されたかを、数学的に分析し、地質

学的、地理学的に裏付けを行う。また噴火によるなだれをシミ

ュレーションし、将来の災害に備える。 
 
２２  標標準準偏偏差差でで土土地地ののででここぼぼここ度度ををみみるる 
 もし、火山噴火の

なだれが起こった場

合、その地域はでこ

ぼこしているに違い

ない。そこで各地点

において、その点を含む 7×7 の地点の標高の標準偏差を計算
し、これを全ての点で行

った。（図 2）でこぼこ
していれば標準偏差は大

きいはずである。 
 先と同様に、標準偏差

の値に色をつけ、各セル

を 1ピクセルまで縮小す
ると図 3のようになる。 
 もちろん山間部はでこ 
ぼこ度が大きくなるが、その他に那珂川より北東側で、茶色い

色が目立っている。ここが１つの候補である。しかしこれだけ

では噴火のなだれの跡と断定するのは厳しい。 
 
３３  地地面面ががどどちちららをを向向いいてていいるるかか特特定定すするる 
 図 4で、ある地点  の地面の傾きを計算するのに、東西方

向（ｘ軸方向）の差と南北方向（ｙ軸方向）の差を以下のよう

に定義する。 
 
 
 
 

もしが  が正ならば、東側の方が高

くなっており、負ならば、西側が高い。

もし  が正ならば南側が高くなって

おり、負ならば北側が高い。 
すると       の正負 0 の組み合

わせで 9通りの場合分けがあり、各
地点の傾きが、どのパターンに当て 
はまるか計算で

きる。（表 1）
この 9通りの斜
面の方向に対し

て色を割り当

て、各地点がど

ちらを向いてい

るかで、それぞ

れ色をつけてい

く。那須連山付

近を拡大すると

図 5のようにな
る。立体的にな

って地形がわか

りやすい。図 5
の丸で囲まれた

A,B,C のところ
は那須の火山の

噴火によってで

きたなだれの跡

に見える。特に

Aの部分は Bのなだれの後、その上に流れた感じである。 
 また図 6上は茶臼岳付近を拡大したものであるが、噴火によ
るカルデラの跡が確

かめられる。文献に

よると、大規模な噴

火によるカルデラが

形成された後に茶臼

岳が形成されてい

る。また図 6下は黒

尾谷岳付近を拡大し

たものであるが、同

様にカルデラの跡が

確かめられる。ここ

も南月山が噴火して

カルデラができた後

に、黒尾谷岳が形成

されている。 
 いずれにしても茶臼岳や黒尾谷岳が出来る前、それぞれの場

所には現在の山の高さをはるかに超える大きな山があったこと

が推測される。そして膨大ななだれが麓に流れたと思われる。 
 
４４  標標準準偏偏差差のの並並びびにに方方向向をを考考ええてて地地形形ををみみるる 
 さらになだれをはっきりと捉えるために、先に計算した標準

偏差の方向を考え、色をつけてみた。今度は    及びその周り

図図１１    ３３つつ山山魂魂とと那那須須野野がが原原扇扇状状地地  

図図２２  

図図３３  標標準準偏偏差差ででででここぼぼここ度度ををみみるる  

表表１１  地地面面のの傾傾ききのの９９つつののパパタターーンン  

図図５５  ９９つつののﾊﾊﾟ゚ﾀﾀｰーﾝﾝでで色色分分けけしし立立体体的的にに表表示示  

図図６６  茶茶臼臼岳岳((上上))とと南南月月山山ののカカルルデデララ((下下))  
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図図７７  

の数値は標高ではなく、でこぼこ度を

表す標準偏差である。（図 4）その並
びからでこぼこ度の向きを考える。こ

のような処理をすることで、例えば図

7 のＡＢライン、ＣＤラインのところ
では、左右方向で標準偏差の変化の方

向がでるのではないかと考えた。しか

しＥＦラインでは標準偏差の大きな変

化はない。これで計算すると、なだれ

の跡が図 8のように鮮明に現れた。 
 図 9上は麓のところを、さらに拡大
したものである。 
  図 9中はなだれ
が流れて麓で止ま

ったところが見て

取れる。 
  これで数学的に
火山活動の跡を示

すことができた。 
 さらに図 9下か
らわかるように、

左側を流れている

那珂川に、なだれ

が流れ込んだ跡が

見られた。その南

側にある那須野が

原になだれの跡が

見られないのは、

那珂川が食い止め 
ていたためである。 
 
５５  現現地地にに赴赴いいてて地地質質学学的的、、地地理理学学的的なな観観点点かからら検検証証 
 昨年秋、ＰＣ上でなだれが確かめられたところに行き、確か

めてきた。写真 1
は那珂川支流の余

笹川の崖で、なだ

れの層が 2層確か
められた。間には

礫が挟まってお

り、なだれが複数

回起きたことが裏

付けられた。 
 また写真 2 は 

那須町小山にある

なだれが止まって 
できた丘陵である。これは「流山」とよばれる。図 9中ではこ
れが粒々状に現れている。 
 
６６  過過去去のの研研究究かからら確確かかめめるる 
 那須地区の地形について、過去の研究から、那須連山には少

なくても 3箇所でなだれが起こったことがわかっている。これ
は数学的な分析結果と一致している。先の図 5 の A、B、C に
は名前がある。Aは「御富士山岩屑なだれ」、B は「黒磯岩屑
なだれ」、Cは「那珂川岩屑なだれ」とよばれる。（図 10）茶
臼、南月山、三本槍のところにはかつて 2000ｍを超える成層火
山（点線で示された山で富士山型の火山）があり、それらが噴

火でくずれ、茶臼と南月山のところにはカルデラができた。そ

の際、流れ出た岩屑なだれが A，B，C のところに流れたと思

われる。茶臼岳と黒尾谷岳は、カルデラが出来てから二次的に

出来た山である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
http://chibataki.moo.jp/sonotanokai/080601nasu/nasukaisetusiryo01.html の「８山麓か

らの那須山」を参考に発表生徒作成 
  

７７  那那須須のの噴噴火火にによよるるななだだれれををシシミミュュレレーーシショョンンすするる 
 茶臼岳は 1915ｍであるが、この山の 1600ｍ以上の部分が噴火
により吹き飛び、なだれとなって麓に流れることを考える。こ

れをＰＣ上でシミュレーションし、どの辺の地域まで被害が及

ぶかを計算してみた。 
  エクセル上で例えば   の周りで一番低
いところが    だったとしよう。すると   
   にあった土砂は    に流れる。（図 11）
これを各点で繰り返す。なだれの量がある

一定以下になったらそこで止まることにする。 
これを VBAで計算した。その結果、図 12にある赤い部分が、
なだれの流れるところであることがわかった。このデータによ

ると、なだれは東北自動車道や東北新幹線はもちろん、国道 4
号線も横切ってしまい、交通網に大きな損害を与えることがわ

かる。迂回する道路として、国道 294号線が有効な道路である。 
 さらになだれの部分を先のマップに重ね合わせると、ちょう

ど昔なだれが流れたところと一致した。(図 13)これはプログラ
ムの妥当性を示すものである。 

 
 

グーグルマップ https://www.google.co.jp/maps/@36.8 

148137,140.227196,10zから引用 
 
 本研究では標高を数学的に分析 
することで、地形の成り立ちにつ 
いてかなりのことがわかることを確認できた。さらに数学が災

害のシミュレーションにも活用できることが判明した。 
 
８８  参参考考文文献献 
M. Takizawa (2021), Examining the Geographical Features of the 
Nasu Area, Proceedings of 14th International Congress on 
Mathematical Education 
伴 敦志 (2016) 日本温泉科学会第 70 回大会 特別講演「那

須の地形と地質」 

図図８８  ででここぼぼここ度度のの方方向向  

図図９９  図図８８をを拡拡大大ししたたもものの  

写写真真１１  ２２層層ののななだだれれのの跡跡  

写写真真２２  流流山山のの例例  

図図 1100    噴噴火火にによよるる山山体体崩崩壊壊、、形形成成さされれたたカカルルデデララととななだだれれ  

図図 1111  

図図 1122    ななだだれれををシシミミュュレレーーシショョンン  

図図 1133    過過去去ののななだだれれにに一一致致  

←←拡拡大大  



紫塚同窓会報



紫塚同窓会報



紫塚同窓会報



紫塚同窓会報



紫塚同窓会報

【合格者数一覧表】
国公立大 21 20 19 18 17

年 年 年 年 年
東京 3 2 1
京都 1
東京工業 1 2
一橋
大阪
名古屋 1
東北 3 7 7 4 7
北海道 1 1
神戸 1
東京外国語 2
筑波 4 2 1 1
千葉 3 5 3 2
埼玉 6 5 8 4 4
新潟 23 10 11 5 13
金沢 2 2 1
横浜国立 1 3 2 1
東京学芸 2 1
東京農工 1 1 2
電気通信 1 1 1
静岡 6 3 3 1 3
山形 16 5 13 8 9
茨城 2 2 1 2 6
宇都宮 19 19 21 23 19
東京都立 2 1 3
その他 66 40 51 56 49

私立大 21 20 19 18 17
年 年 年 年 年

早稲田 2 6 3 2 4
慶應義塾 5 3 3 1
上智 1 1 5
青山学院 3 7 2 3 5
学習院 1 1 2
中央 16 13 10 11 11
東京理科 7 11 12 4 4
法政 12 21 10 8 5
明治 10 23 6 10 8
立教 3 4 4 1 2
関西 1 1 1
関西学院 2 1 2 2
同志社 2 1
立命館 6 7 1 2
駒澤 11 10 10 9 5
芝浦工業 28 14 18 11 13
専修 3 12 10 6 4
東海 21 18 15 15 13
東洋 14 6 2 14 9
日本 42 36 32 43 39
神奈川 7 10 11 9 4
国際医療福祉 14 17 13 11 26
獨協医科 1
自治医科大 1
その他 233 186 190 175 168

（※表の年度は西暦、人数は新卒・過年度卒の合算数）
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厚労省認定協会 1 級葬祭ディレクター

代表 関口将仁
厚労省認定協会 1 級葬祭ディレクター

代表 関口将仁
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